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この度，第１２回全国小学校英語活動実践研究大会仙台大会を開催いたします。  
全国小学校英語活動実践研究大会は，これまで，京都市，福岡県大牟田市，岐阜県，
徳島県鳴門市，福岡県福岡市と西日本を中心に開催されてまいりました。昨年度は東
日本で初めての神奈川大会が開催され，盛会のうちに研究大会を終えました。またこ
れまでの成果は参加者の皆様の手によってそれぞれの地元の学校での教育実践や教育
行政に生かされ，その輪を着実に広げ，積み重ねられてきています。 
 仙台市では，小学校教育研究会外国語活動部会を中心に平成２２年度より外国語活
動について，教育実践を行ってきています。平成２３年の東日本大震災では全国の皆

様の支援に助けられ，現在に至っております。今回の仙台大会は，東北で初の開催と
なります。 
 仙台市小学校教育研究会外国語活動部会では平成２２年の発足以来３年間，「進ん
でコミュニケーションを図ろうとする児童の育成～だれにでもできる外国語活動をめ
ざして～」を研究テーマとして，授業研究に取り組んできました。中でも３年目とな
る平成２４年度には，コミュニケーション場面に特化した３つの授業とその検証を通
して，取組の成果を確認することができました。 
 その流れを受けて，平成２５年度からは，これまでよりさらに一歩進めた研究をめ
ざして，「英語に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」
を研究テーマに設定し，ＩＣＴ，評価，小中連携と，防災教育につながる共助の態度
の４つの事項を柱とする研究の視点を位置付けました。 
 今回の全国小学校英語活動実践研究大会仙台大会では，３年目を迎える本部会の研

究の成果を，全国からの参加者と共有，検証することで，さらなる小学校英語活動の
充実に寄与したいと考え，上記の大会テーマを設定いたしました。 

研究途上ではありますが，「児童の学び」を重視した仙台大会に，全国からお越し
いただき，参加者の皆様と共に実践を交流したいと思っています。全国各地から多く
の皆様方にご参加いただき充実した研究大会となりますよう，ここに第１２回仙台大
会のご案内を申し上げます。 
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 JTE=Japanese Teacher of English  GT=Guest Teacher                
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  Lesson 9 What would you like? 
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  Lesson 8 What do you want to be? 
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Hi,friends! 1 
  Lesson 8 I study Japanese. 
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ALT Kacey- Ann Whilby 

 
Hi,friends! 2 

  Lesson 8 What do you want to be? 
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 Hi,friends! 2 
  Lesson 8 What do you want to be? 
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本校は，平成24年度より３年間「新たな学校防災教育モデル校」に指定され，「自分，人，社会
との関わりを通して，より豊かに思考し表現する児童の育成」という研究主題の下，生活科・総合
的な学習の時間・生活単元学習を通して実践を積み重ねてきた。東照宮の門前町として栄えた宮町
地区，花京院地区などから成り立つ歴史と伝統に富んだ地域の中で，児童は共に生きることのすば
らしさを学び，地域の一員としての自分の生き方について考えを深めることができた。児童の内面
に育ってきたものを基に，今後は言葉で表現する力を身に付けさせ，積極的に人と関わろうとする
力を育みたいと考えている。 

外国語活動の研究に関しては，今年度が初年度である。以下の研究主題の下，児童がコミュニケ
ーション活動を楽しみ，進んで友達と関わろうとする姿を目指して実践を進めている。低・中学年
の児童にも，ALT との出会いなどを工夫したり，絵本の読み聞かせを行ったりしながら，英語を使
ったコミュニケーションの楽しさを感じさせたいと考えている。 
●研究主題 
「児童が外国語活動を楽しみ，進んで友達と関わろうとする授業づくりを目指して」 
●取り上げる視点：視点１“Hi,friends! òの効果的な活用 
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前年度まで国語科の「話すこと・聞くこと」領域の校内研究を行ってきた。その積み重ねにより，
児童は聞いたり話したりするときの態度や表現方法を少しずつ身に付けることができてきている。
外国語活動に関しては，前年度後半から研究を立ち上げ，授業展開の仕方，評価の在り方，教材を
生かしたアクティビティなどの実践を重ねてきている。児童は外国語活動の授業を通して，友達の
新たな面を知ることができたり，友達と一緒に協力することの楽しさを感じたりしている。 

以上を踏まえて，今年度は児童の英語によるコミュニケーションへの意欲を高めていきたいと考
え，研究を進めている。 
●研究主題 

「英語に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」 
― 教材の効果的な活用を図った学習活動や評価の工夫を通して ― 

●取り上げる視点：視点1  “Hi,friends! òの効果的な活用 
視点2  児童同士の関わりや意欲を大切にした評価の在り方 
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全教科領域，学校生活全体を通して「コミュニケーションを楽しむ児童」をめざし，コミュニケ
ーション力を，①人とかかわる力( 人間関係形成力) ，②相手の気持ちを考え，思いを寄せる力( 相
手意識) ，③力を合わせて取り組む力( 協力) ，④自分を表現する力( 自己表現力) と位置づけ，学年
毎に具体的な姿や指導項目を設定して取り組んでいる。外国語活動では，「安心して学び合えるコ
ミュニティ」を作り，「協力や達成感のあるペアやグループ活動」を取り入れ，「児童のオリジナ
リティや自己表現力を大事にする場」を工夫し，「既習事項をスパイラルに取り入れ」，授業作り
を工夫している。低学年（年間5時間）と中学年（年間10時間）でも外国語活動を実施。５・６年
生の交流授業や６年生のEnglish Day での外国人ゲストとの交流，６年生と中学生の交流などの授
業作りを試みてきている。 

その結果，友達と関わるのが楽しいと感じたり，もっと英語を使って外国の方と話せるようにな
りたいと感じたりしている子どもの姿が見られるようになっている。また，小学校と中学校間の連
携の諸課題にも取り組みつつある。 
●研究主題 
「相手意識を持ち，コミュニケーションを楽しむ児童の育成をめざして」 

－教材の工夫と効果的な活用 および 小中連携を通して－ 
○授業作りの５つの要素 

①コミュニティ作り ②ペアやグループワーク ③オリジナリティ ④自己表現 ⑤既習事項 
○単元の終末モデルの工夫 
○教材の工夫や効果的な活用の工夫 
○小中連携の内容と工夫 
●取り上げる視点：視点１ “Hi,friends! òの効果的な活用 

視点３ 中学英語への円滑な移行をねらった連携事業の推進（小中連携） 
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伊達家二代忠宗公が造営した仙台東照宮の宮町として発展した歴史のある地域である。北六番丁
小学校支援地域本部の支援をもとに，地域連携の取組を全校で進めてきた。平成24・25・26年度の
３年間，仙台市教育委員会の「新たな学校防災教育モデル校」の指定を受け「総合的に生きて働く
防災対応能力の育成」を目指し，教育課程全体に防災教育を位置づけ，地域連携の学習を促進し，
児童の防災意識や地域の一員として生きる姿勢を育んできた。児童は日頃から地域の絆を強めるこ
とが大切であるとの思いをもち，主体的に地域の人々と交流したり，地域のために貢献したりする
活動を展開している。昨年度は，教科・領域と防災教育をどのように関連づけたらよいかについて
研究を進めてきた。今回の授業公開に当たって，どのように外国語活動と防災教育との関連を図っ
たらよいかについて，学校教育目標・協働型学校評価重点目標（かかわる力）の具現を軸に検討を
進めており，その成果を発表したい。 
●仙台大会研究主題 
「英語に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」 

－外国語活動と防災教育の関連を図って－ 
●取り上げる視点：視点１ “Hi,friends! òの効果的な活用 

視点４ 共助の態度を育むアクティビティの工夫（共助の態度） 
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協働型学校評価重点目標として「あたたかい心のキャッチボール」を合言葉に地域，家庭，学校
が一体となり，あいさつ運動に力を入れ取り組んでいる。また，全校で朝の活動としてソーシャル
スキルトレーニングを行い，お互いに思いやる心を育てる取組も計画的に進めている。それぞれの
活動や研究がリンクし合い，「互いのよさを認め合い豊かな人間関係を築いていくことができる児
童の育成」につながることを目指している。 

外国語活動では，「だれにでもできる外国語活動」をコンセプトとして校内研究の道徳と並行し
て外国語活動の研究を推進している。外国語活動の校内研究テーマは「進んで伝え合い，英語活動
を楽しむ児童の育成－地域・ALT ・国際交流などのさまざまな交流活動を通して－」としている。 

道徳の研究で培った相手への思いやりの気持ちなどを生かして，共に学び向上し合える授業づく
りに取り組んでいる。 
●研究主題 
「進んで伝え合い，英語活動を楽しむ児童の育成」 

－地域・ALT・国際交流などのさまざまな交流活動を通して－ 
●取り上げる視点：視点１ “Hi,friends! òの効果的な活用 

視点４ 共助の態度を育むアクティビティの工夫（共助の態度） 
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